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本ガイドラインは、公益財団法人日本バドミントン協会が作成した、『新型コロナウイルス

感染症対策に伴うバドミントン活動ガイドライン』の『３章バドミントン競技大会・イベン

ト実施にあたって』を単独で公開しているものです。 

大会実施時以外にも、講習会やイベントなどを行う際には本ガイドラインの内容を十分確

認の上で、実施するようにしてください。 

 

 

３章 バドミントン競技大会・イベント実施にあたって 

 

３－１．基本的な考え方 

バドミントン競技大会及びイベントを開催する場合は、内閣府や厚生労働省等の関係各所

の最新の発表内容をもとに、開催地都道府県及び市区町村の担当部署と協議の上、本資料を

参照し実施にあたるようにしてください。なお、『緊急事態宣言』が発令している都道府県

がある場合には、無観客や大会関係者のみに限定するなどの各所の指示に基づいた感染対

策を施すことが必要とされます。感染状況及び医療機関の状況によっては、開催を中止する

事も視野に入れてください。 

主催側は、参加者に対して、改めて感染防止策の注意喚起を行うとともに、全国的な移動を

伴う競技大会・イベントについてはその旨も含め担当部署と事前相談を行うこと。 

なお、９月１１日付事務連絡２．（１）のとおり、参加者や主催者等に対して、事前相談や

注意喚起を行う際には、、これまでも必要に応じて別紙６の記載事項に留意するよう促すこ

ととしてきたが、今後、別紙７及び別紙８の記載事項についても留意するよう促すこと。 

原則として参加者及び関係者の健康・安全の確保を最優先とし、大会規模は最新の発表情

報を随時確認しながら実施については、以下の段階を踏まえて検討するようにしてくださ

い。 

（2021 年 2 月 8 日時点） 
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（参照） 

◆内閣官房 新型コロナウイルス感染症対策分科会第１５回 

（令和２年１１月１２日掲載） 

 https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/bunkakai/corona15.pdf 

 

 

３－２．大会開催への配慮及び準備に関する留意事項 

主催者は大会実施に際して従来の大会運営作業に加えて、会場内において参加者が密に

ならないようにすることや、飛沫防止対策などの感染症拡大防止対策を行い大会運営する

ことが必要となります。 

以下の点などを事前に自治体等の関係機関と主催者側との間で確認し、事前に伝達事項

の周知を行ってください。特にバドミントンの大会においては、当日の受付、パンフレッ

ト配布、オーダー用紙配布回収、会場練習、開閉会式、観客席や控室などでの試合待機時

間などの場面で、参加規模によっては密な状態となることが想定されます。 

従来の形に捉われず、開催時期や使用する施設の規模、地理的条件等を充分検討したう

えで、大会規模を設定し実施に向けて作業を進めてください。 

実施にあたり、別表１（当日に関する確認事項（大会関係者向け））をご使用ください。   
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（１） 大会関係者について 

大会関係者（大会に関わる人）とは、選手だけでなく、チームスタッフ・大会スタ 

ッフ、大会カテゴリーによっては保護者までを対象とする。 

・選手及び指導者、大会スタッフ等の関係者の総数を想定して検討する。 

   ・運営スタッフ等の体調確認を行う。 

    運営に関わる全てのスタッフの検温を実施し、書類（団体用：別紙１／個人 

    用：別紙２）による体調の確認を行う。 

   ・大会関係者は、常時マスクを着用する。水分補給を促し、熱中症対策も講じる。 

・状況により、観客(応援者)の入場制限を行う。（事前告知） 

→段階を経て、観客の入場方法を検討する。 

（２） 会場内使用する物品の確認 

感染拡大予防として、各所で使用する物品（消毒薬、遮蔽用具、清掃用具等）を 

事前に確認し準備する。その際、主催者側と開催施設側で準備する範囲等を明確 

にする。 

（３） 式典等、運営の簡略化 

開閉会式、表彰式などは、参加者が密になる状態を避けるため、開催の有無、 

参加者の制限、内容の簡略化など、柔軟に対応する。 

   ・レセプションについては、極力開催しないこと。 

・諸注意などの伝達事項は、書面配付や SNS を活用する。 

・物品販売の規制又は禁止する。 

（４） 大会会場内に関する確認及び準備事項 

会場の使用方法等については、施設管理者（自治体・指定管理者等）と十分に協議

の上、実施内容や役割を決める。 

１）会場出入口等 

・運営上支障のない範囲でドアを常時開放する（換気とドアへの接触を防ぐため）。 

・開場時に人数を区切って入場させる（事前に来場時間分けを行うなど来場時間を 

分散する）。 

・下駄箱の利用を禁止する（各自ビニール袋等で自己管理等を行う）。 

・入場制限を行う際は、事前に制限方法を決め、施設側へ伝える。 

・密を避けるため、組み合わせやタイムテーブルの貼付は行わない。 

２）トイレ、手洗い場所 

トイレ（洗面所）は感染リスクが比較的高いため、以下に配慮する。 

   ・関係者が触れると考えられる場所（洗面台、ドアノブ等）をこまめに消毒する。 
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   ・洗面所には、石鹸（ポンプ型が望ましい）やアルコール等の手指消毒剤を用意す     

る。 

   ・手指乾燥機は使用しない。 

３）更衣室、食事・休憩・待機スペース（参加者） 

 ・更衣室の使用については、施設管理者が定める基準に従い、人数制限・利用方法 

を定めシャワーは使用せず、更衣のみにする。大会要項への記載や会場掲示など 

を行い、周知する事。 

・食事場所は、飛沫が発生し感染リスクが高いことから、場所を指定し、密になら 

 ないよう感染拡大防止を徹底する。屋外への設置を推奨する。 

・参加者の待機スペースは、利用可能範囲を示し、使用場所を指定し席の移動 

を禁止する。 

・定期的な消毒を行う。 

４）大会本部及び関係者控室 

   ・大会本部の設置は、密を避けるように配置し、適切な運営スペースを確保する。 

・関係者控室は、なるべく多くの部屋を確保し、密を避けるようにする。但し、確

保が困難な場合は、飛散防止シート等の設置、利用人数の制限を行う。 

   ・可能な限り常時、窓や扉を開放する。難しい場合は、換気をこまめに行う。 

   ・運営物品や共用物等は、定期的に消毒を行う。 

   ・大会会場で体調不良者が発生した際に、隔離待機させる部屋を用意する。 

    （選手対応として、選手以外の関係者は帰宅させる） 

５）競技会場（競技スペース）及び競技関係用具類等 

バドミントンの大会は体育館内で行われるため、換気については特に配慮が求めら  

れます。また、競技で使用する用具には不特定多数の方が直接手を触れる物が多い

ため、開催期間の前後を含む継続した対応が必要です。 

・遮光性に配慮の上、可能な限り窓や扉を開放して行う。 

・窓や扉の開放ができない場合は、換気の悪い密閉空間とならないよう十分な換気 

を行う。その際は、換気のタイミングや換気時間等を決め、事前に周知する。 

なお、常時換気できる設備がある場合は、可能な限り使用する。 

   ・コートサイドには、選手が使用するカゴやドリンクケースを設置せず、各自バッ 

    グを持参させ、飲み物も各自バッグに収容させる。 

   ・コーチ席は１席、または設置しない。 

   ・コートのモップ掛けは、ゲーム毎と試合終了後に行う。 

   ・コート面をアルコールなどの溶剤で吹く際には事前に施設管理者と確認する事。 
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・毎試合終了後、審判台・サービスジャッジ席・線審席・コーチ席・サービス高測 

定器・得点板等を消毒する。（消毒係を事前に決めておく） 

  ６）競技関係者及び競技中の確認事項 

 ・主審、サービスジャッジ、線審、得点係等は、マスクを着用する。 

  また、可能であればフェイスシールドの着用など、他の対策も必要に応じて追加 

し実施する事。（水分補給を促し、熱中症対策を講じる） 

  ・サービスジャッジ、線審は手袋（ビニール/ゴム）を必要に応じて使用する。 

 ・選手同士や審判員との握手は行わない。 

 ・トスは、フィジカルディスタンスを確保して行う。 

 ・飛沫防止対策のためコールは、必要最小限とする。 

  ⇒「プレイ」「フォルト」「レット」「ゲーム」等で行う。 

  ⇒大会運営上支障のない場合サービスジャッジは、違反の種類を示す指定の合図 

を行い、コールはしない。 

  ⇒大会運営上支障のない場合、線審は、指定の合図を行い、コールをしない。 

   （主審とのアイコンタクトが重要） 

  ⇒大会運営上支障のない場合、得点板がある場合は、ポイントのコールをしな 

い。 

 ・シャトルの交換は、選手がシャトルを直接筒から取り出すか、シャトル係が手袋 

を着用して選手に渡す。シャトルの交換時は、選手が回収ボックスに入れる。 

７）観客の管理 

 ・発熱者の入場を禁止する（外出前の検温の徹底または、入場時の検温を行う）。 

  発熱とは３７．５℃以上ととらえる。 

・観客の入場を認める場合には、各機関の指標に基づき館内の人数を設定し、管理 

を行いながら実施する事。 

マスクの着用を徹底してうえで、出入口付近や通路にアルコール等の手指消毒剤

を設置し、観客同士が密な状態にならないように、あらかじめ定員を設定し間隔

を空けるなど配慮する。（マスクが着用できないケースについては個別に対応す

る事） 

 ・一斉に観客の移動が発生し、密になりそうな場合は、主催者によるコントロール 

が重要となりますので、事前にシミュレーションを行う。観戦場所が狭い場合に 

は、観客の入場を不可とする。 

・応援は、声援を不可とし、拍手や指定した鳴り物に限定し、指定した席で行う。 

席を移動しての応援や手すりからの応援はさせないようにする。会話をする場合 




